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第4回定例会 

平
成
十
九
年
度
企
業
会
計
決
算
を
認
定 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
指
定
議
案
可
決 

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
件 

・
ス
パ
ラ
ン
ド
裸
・
楽
・
良
な
ど
公
の
施
設
七
十
二
施
設
の
指
定
管
理
者
を

指
定
す
る
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の 

　
《
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
七
十
二
施
設
》 

ス
パ
ラ
ン
ド
裸
・
楽
・
良
、
地
域
福
祉
館
（
四
十
一
館
）、
児
童
セ
ン
タ
ー

（
城
南
・
三
和
・
郡
山
）、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
与
次
郎
・
東
桜
島
・

谷
山
・
桜
島
・
郡
山
・
吉
野
）、
喜
入
老
人
憩
の
家
、
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
石

坂
の
里
、
吉
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
谷
山
荘
、
維
新
ふ
る

さ
と
館
、
か
ご
し
ま
健
康
の
森
公
園
、
鹿
児
島
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
、
市
営
自
転
車
等
駐
車
場
（
中
央
駅
東
口
、
中
央
駅
西
口
、
東
千
石
、

山
之
口
、
中
町
）、
鴨
池
公
園
野
球
場
・
広
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
鴨
池
公

園
多
目
的
屋
内
運
動
場
、
鴨
池
公
園
水
泳
プ
ー
ル
、
郡
山
総
合
運
動
場
、

郡
山
早
馬
球
技
場
、
郡
山
花
尾
運
動
場
、
東
開
庭
球
場
、
鹿
児
島
市
民
文

化
ホ
ー
ル
、
谷
山
サ
ザ
ン
ホ
ー
ル 

▼
鹿
児
島
市
中
央
卸
売
市
場
業
務
条
例
一
部
改
正
の
件 

・
卸
売
業
者
が
委
託
者
か
ら
収
受
す
る
委
託
手
数
料
の
算
定
に
用
い
る
率
を
、

市
長
が
定
め
る
率
か
ら
承
認
す
る
率
に
改
め
る
と
と
も
に
、
関
係
条
文
の

整
備
を
す
る
も
の 

▼
工
事
請
負
契
約
締
結
の
件 

・
辻
ケ
丘
住
宅
二
十
八
号
棟
新
築
本
体
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の 

▼
鹿
児
島
市
駐
車
場
条
例
廃
止
の
件 

・
鹿
児
島
市
清
滝
川
通
り
路
上
駐
車
場
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
い
、
鹿
児
島

市
駐
車
場
条
例
を
廃
止
す
る
も
の 

▼
住
居
表
示
の
実
施
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
制
定
の
件 

・
下
福
元
町
の
一
部
に
お
け
る
住
居
表
示
の
実
施
に
伴
い
、
関
係
条
例
の
整

理
を
す
る
も
の 

▼
土
地
取
得
の
件 

・
谷
山
中
央
一
丁
目
お
よ
び
上
福
元
町
の
土
地
を
谷
山
駅
周
辺
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
の
減
価
補
償
金
額
に
相
当
す
る
公
共
施
設
用
地
と
し
て
取
得

す
る
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の 

▼
平
成
二
十
年
度
鹿
児
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
） 

　
◎
主
な
内
容 

　
・
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
費 

　
・
浄
化
槽
整
備
事
業
補
助
金 

　
・
施
設
園
芸
原
油
価
格
高
騰
緊
急
対
策
事
業
費 

　
・
土
地
区
画
整
理
事
業
費 

▼
平
成
二
十
年
度
鹿
児
島
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
） 

　
・
後
期
高
齢
者
医
療
運
営
経
費 

　
・
は
り
・
き
ゅ
う
施
設
利
用
補
助
金 

▼
平
成
二
十
年
度
鹿
児
島
市
病
院
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
） 

　
・
産
科
医
療
補
償
制
度
へ
の
加
入
に
伴
う
保
険
料
を
計
上
す
る
も
の 

▼
平
成
二
十
年
度
鹿
児
島
市
交
通
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
） 

　
・
バ
ス
燃
料
の
価
格
上
昇
に
伴
う
所
要
額
を
計
上
す
る
も
の 

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件 

　
・
山
科
千
惠
子
氏
　
・
松
田
潤
子
氏
　
・
田
中
絹
代
氏
　
・
吉
原
嵩
雄
氏 

火山と温泉  生きている地球の鼓動を体感 
～ 「桜島」溶岩なぎさ公園足湯 ～ 

〔
第
四
回
定
例
会
〕 

　
平
成
二
十
年
第
四
回
定
例
会

は
、
会
期
を
五
日
間
延
長
し
、

十
二
月
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま

で
の
二
十
三
日
間
に
わ
た
っ
て

開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
閉
会
中

の
継
続
審
査
の
取
り
扱
い
と 

な
っ
て
い
ま
し
た
平
成
十
九
年

度
企
業
会
計
決
算
議
案
六
件
を

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
認
定
な

ら
び
に
可
決
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
鹿
児
島
市
ス
パ
ラ
ン
ド

裸
・
楽
・
良
な
ど
公
の
施
設
七

十
二
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指

定
す
る
件
を
は
じ
め
、
医
療
扶

助
費
の
増
加
見
込
み
に
よ
る
生

活
保
護
に
要
す
る
経
費
な
ど
を

含
む
「
平
成
二
十
年
度
鹿
児
島

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）」
の
ほ
か
、
産
科
医
療
補
償

制
度
へ
の
加
入
に
伴
う
保
険
料

を
計
上
し
た
「
平
成
二
十
年
度

鹿
児
島
市
病
院
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）」
な
ど

議
案
三
十
七
件
を
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
な
ら
び
に
同
意

し
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
「
教
育
予
算
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
」
、
「
郵

政
民
営
化
法
の
見
直
し
に
関
す

る
意
見
書
」
の
二
件
の
意
見
書

を
可
決
し
ま
し
た
。 

可
決
・
同
意
さ
れ
た
主
な
議
案
の
要
旨 
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授 乳 室（東別館 1階） 

鴨池海づり公園 

（
次
頁
上
段
へ
つ
づ
く
） 

　
　
　
二
期
目
の
市
政
の
舵
取
り
役

を
任
さ
れ
た
意
気
込
み
と
抱
負
は
。 

 

　
　
　
国
内
外
の
情
勢
や
本
市
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
中
、

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
は
極
め
て
重
要

な
時
期
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
認
識
に
立
っ
て
、
本

市
が
県
都
と
し
て
、
ま
た
南
の
交
流

拠
点
都
市
と
し
て
、
持
続
的
な
発
展

を
遂
げ
て
い
く
た
め
、「
市
民
が
主

役
の
鹿
児
島
市
の
実
現
」
を
引
き
続

き
基
本
理
念
に
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

掲
げ
た
九
十
五
項
目
の
施
策
の
具
体

化
に
向
け
、
全
力
を
傾
注
し
て
い
き

た
い
と
決
意
し
て
い
る
。 

　
そ
し
て
六
十
万
市
民
の
皆
様
と
と

も
に
、
個
性
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
よ

り
快
適
で
後
世
に
誇
れ
る
「
人
と
み

ど
り
が
輝
く
ま
ち
・
か
ご
し
ま
」
を

創
造
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

    

　
　
　
本
市
公
共
施
設
に
お
け
る
授

乳
室
の
具
体
的
改
善
事
例
や
取
り
組

み
状
況
と
今
後
の
対
応
は
。 

 

　
　
　
平
成
十
九
年
度
は
北
部
保
健

セ
ン
タ
ー
と
南
部
斎
場
、
二
十
年
度

は
谷
山
支
所
、
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー

な
ど
七
カ
所
に
授
乳
室
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
市
役
所
本
館
一
階
と
東

別
館
一
階
の
授
乳
室
内
に
給
湯
設
備

を
設
置
し
た
。
ま
た
、
授
乳
室
の
設

置
に
合
わ
せ
施
設
案
内
板
に
そ
の
位

置
を
表
示
す
る
と
と
も
に
、
一
部
の

施
設
に
お
い
て
は
「
乳
幼
児
用
設
備
」

を
表
示
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
記
号
を

使
用
す
る
な
ど
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
る
。 

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
乳
幼
児
連
れ

の
利
用
者
が
多
い
施
設
へ
の
授
乳
室

の
設
置
や
既
存
設
備
の
改
善
等
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
関
係
部
局
と
連
携
を
図

っ
て
推
進
し
て
い
き
た
い
。 

      

　
　
　
限
界
集
落
の
調
査
対
象
地
域

は
。
ま
た
調
査
に
当
た
っ
て
の
留
意

点
や
今
後
の
取
り
組
み
は
。 

 

　
　
　
集
落
の
実
態
を
直
接
把
握
す

る
た
め
、
桜
島
お
よ
び
松
元
地
域
の

中
で
三
地
区
を
対
象
と
し
て
平
成
二

十
年
十
一
月
に
調
査
を
行
っ
た
。 

　
調
査
で
は
集
落
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
交
通
、
自
然
環
境
な
ど
の
現

状
や
住
民
の
方
々
の
意
見
、
要
望
な

ど
生
の
声
を
把
握
す
る
た
め
、
職
員

が
現
地
へ
出
向
き
、
地
元
町
内
会
長

か
ら
直
接
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。 

　
対
策
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
集

落
の
現
状
と
課
題
等
を
全
体
的
に
整

理
、
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。 

　
今
後
は
調
査
や
対
話
か
ら
得
ら
れ

た
情
報
等
を
関
係
部
局
で
共
有
し
、

集
落
機
能
の
維
持
、
活
性
化
に
資
す

る
対
応
策
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

    

　
　
　
路
面
電
車
の
延
伸
に
関
す
る

市
長
の
考
え
は
。
ま
た
、
平
成
二
十

一
年
度
策
定
予
定
の
「
総
合
的
な
交

通
戦
略
」
で
の
位
置
づ
け
は
。 

 

　
　
　
本
市
は
こ
れ
ま
で
セ
ン
タ
ー

ポ
ー
ル
化
・
軌
道
敷
緑
化
な
ど
市
電

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
都
市
景
観
、

環
境
、
観
光
の
各
面
で
大
き
な
プ
ラ

ス
効
果
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
市
電

の
延
伸
も
こ
う
し
た
活
用
策
の
一
つ

の
方
策
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。 

　
二
十
一
年
度
に
公
共
交
通
を
軸
と

し
た
総
合
的
な
交
通
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
都
市
内
交

通
の
基
幹
的
な
公
共
交
通
機
関
で
あ

る
市
電
の
も
つ
多
く
の
特
性
を
生
か

し
、
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
電
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、
こ

の
計
画
の
中
に
盛
り
込
む
こ
と
に
な

る
と
思
う
が
、
延
伸
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

    

　
　
　
「
あ
い
ば
す
」
や
デ
マ
ン
ド

バ
ス
方
式
を
含
め
た
公
共
交
通
不
便

地
対
策
の
今
後
の
課
題
と
対
応
は
。 

 

　
　
　
公
共
交
通
不
便
地
対
策
に
つ

い
て
は
、
地
域
ご
と
に
地
理
的
特
性

や
住
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
有
効
な
対

応
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

　
公
共
交
通
不
便
地
に
お
け
る
具
体

的
な
交
通
手
段
と
し
て
は
「
あ
い
ば

す
」
の
よ
う
な
定
時
定
路
線
型
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ほ
か
、
乗
合
タ

ク
シ
ー
や
、
一
定
の
区
域
内
を
事
前

予
約
に
応
じ
て
コ
ー
ス
を
決
め
運
行

す
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
な
ど
も
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
・
短
所
が
あ
る
こ

と
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
、
地
域
ご

と
に
具
体
的
な
計
画
を
策
定
す
る
中

で
、
需
要
や
住
居
の
張
り
付
き
状
況

な
ど
地
域
の
実
情
に
即
し
た
対
策
が

講
じ
ら
れ
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。 

    

　
　
　
公
共
工
事
・
委
託
事
業
の
出

来
高
払
い
の
迅
速
な
執
行
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
市
長
の
見
解
は
。 

 

　
　
　
出
来
高
払
い
は
出
来
高
を
確

認
す
る
検
査
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の

検
査
を
簡
略
化
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
が
、
前
金
払
い
や
中
間
前
金
払

い
は
出
来
高
検
査
を
必
要
と
し
な
い

こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
迅
速
な
資
金

調
達
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

　
従
っ
て
事
業
者
の
速
や
か
な
資
金

調
達
を
支
援
す
る
た
め
、
今
後
、
前

金
払
い
に
比
べ
利
用
率
が
低
い
中
間

前
金
払
い
の
事
務
手
続
き
を
早
急
に

簡
素
化
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
制
度

を
Ｐ
Ｒ
し
利
用
促
進
が
図
ら
れ
る
よ

う
関
係
部
局
へ
指
示
し
た
い
。 

　
ま
た
委
託
事
業
に
つ
い
て
は
可
能

な
限
り
早
期
の
履
行
確
認
や
支
払
い

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。 

    

　
　
　
各
地
域
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
期
待
す
る
も
の
は
。
ま
た
本
事
業

は
、
計
画
で
は
平
成
二
十
二
年
ま
で

だ
が
、
そ
の
後
に
つ
い
て
の
考
え
は
。 

 

　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
地

域
資
源
の
掘
り
お
こ
し
や
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
の
中
か
ら
地
域
で
取
り
組
め

る
も
の
を
抽
出
し
、
そ
の
解
決
策
を

実
現
す
る
た
め
の
「
地
域
プ
ラ
ン
」

が
作
成
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
過
程
に
お
い
て
「
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」
と
い

う
意
識
が
さ
ら
に
醸
成
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。 

　
本
事
業
終
了
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
作

成
し
た
「
地
域
プ
ラ
ン
」
の
実
現
に

向
け
て
、
地
域
住
民
や
各
種
団
体
と

連
携
し
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の
か
、

地
域
プ
ラ
ン
の
作
成
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

　 
   

　
　
　
海
づ
り
公
園
の
利
用
促
進
の

た
め
に
実
施
し
た
高
齢
者
割
引
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
他
都
市

の
状
況
は
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
の
見
解
は
。 

 
　
　
　
海
づ
り
公
園
に
来
園
し
た
方 

々
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
平
成
二
十

年
七
月
十
九
日
か
ら
八
月
十
日
ま
で

実
施
し
、
百
一
人
か
ら
回
答
を
い
た

だ
い
た
。
そ
の
中
で
「
高
齢
者
割
引

制
度
が
あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
の

回
答
は
約
六
十
七
㌫
で
あ
っ
た
。 

　
ま
た
、
全
国
の
海
づ
り
公
園
等
連

絡
協
議
会
に
加
盟
す
る
七
市
町
の
う

ち
、
五
市
が
高
齢
者
に
対
す
る
割
引

制
度
を
実
施
し
て
い
る
。 

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
平
日
の
集
客

増
を
図
る
た
め
の
一
つ
の
方
策
と
し

て
、
シ
ル
バ
ー
世
代
が
利
用
し
や
す

い
方
策
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
　
　
　

　
　
　
本
市
の
在
宅
介
護
家
族
へ
の

支
援
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。 

 

　
　
　
在
宅
で
介
護
を
行
っ
て
い
る

家
族
へ
の
支
援
と
し
て
は
、
紙
お
む

つ
の
現
物
支
給
や
介
護
手
当
・
家
族

介
護
慰
労
金
の
支
給
な
ど
の
ほ
か
、

介
護
技
術
を
習
得
し
て
も
ら
う
講
習

会
や
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る

家
族
介
護
交
流
会
を
開
催
し
て
い
る
。 

　
ま
た
家
族
の
ケ
ア
を
含
む
相
談
等

に
つ
い
て
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

等
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
相
談
に
応

じ
必
要
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

全
般
的
な
相
談
に
つ
い
て
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
本
庁
・
支
所
の

介
護
保
険
相
談
員
が
対
応
し
て
い
る
。 

　
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
対
応
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
同
支
援
セ
ン
タ
ー

の
総
合
相
談
業
務
の
充
実
や
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

   

 

　
　
　
民
間
へ
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
促
進
を
図
る
た
め
の
助
成
は
。 

 

　
　
　
平
成
十
六
年
度
か
ら
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

市
民
に
対
し
一
㌔
㍗
あ
た
り
四
万
五

千
円
、
最
大
三
㌔
㍗
ま
で
を
補
助
し

て
い
る
ほ
か
、
十
八
年
度
か
ら
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ
ッ
ク
や
天
然
ガ
ス
ト

ラ
ッ
ク
を
導
入
す
る
市
内
の
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
に
対
し
、
一
台
あ

た
り
社
団
法
人
鹿
児
島
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
が
助
成
す
る
額
の
二
分
の
一
、

最
大
十
万
円
を
同
協
会
を
通
じ
て
補

助
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
十
九
年
度
に
は
事
業
用
の

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
や
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動
車
の
購
入
な
ど
に
資
金

が
必
要
な
中
小
企
業
者
へ
の
融
資
制

度
と
し
て
、
環
境
配
慮
促
進
資
金
を

新
設
し
て
い
る
。
こ
の
資
金
は
市
融

資
制
度
の
一
般
資
金
と
比
べ
金
利
が

低
く
、
ま
た
信
用
保
証
料
に
対
し
、

本
市
が
五
分
の
四
を
補
助
し
て
い
る
。 

    

　
　
　
本
市
と
し
て
も
若
年
者
の
雇

用
に
か
か
る
事
業
主
へ
の
奨
励
金
の

支
給
な
ど
実
効
力
の
あ
る
雇
用
対
策

を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

 

　
　
　
本
市
で
は
、
現
在
、
障
害
者

や
高
年
齢
者
等
の
就
職
困
難
者
を
雇

用
し
た
事
業
主
に
対
し
て
、
雇
用
奨

励
金
を
交
付
し
て
い
る
。 

　
ま
た
国
に
お
い
て
は
、
新
た
に
三

十
歳
代
後
半
の
不
安
定
就
労
者
を
雇

用
し
た
事
業
主
に
対
す
る
助
成
制
度

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十

年
十
月
三
十
日
に
示
さ
れ
た
「
生
活

対
策
」
の
中
で
、
さ
ら
な
る
助
成
制

度
の
拡
充
等
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。 

　
本
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
が
確
定
す
れ
ば
、
速
や
か
に
労

政
広
報
紙
等
を
活
用
し
て
周
知
す
る

と
と
も
に
、
本
市
独
自
の
新
た
な
奨

励
金
の
支
給
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

研
究
し
て
い
き
た
い
。 

問 本
市
公
共
施
設
の
授
乳
室 

市
長
の
政
治
姿
勢 

問 答 答 

集
落
機
能
低
下
地
域 

（
い
わ
ゆ
る
限
界
集
落
） 

の
振
興
策 

問 答 

路
面
電
車
の
延
伸 

問 答 

公
共
交
通
不
便
地
対
策 

問 答 問 答 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入 

地
域
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク 

シ
ョ
ッ
プ
事
業 

海
づ
り
公
園
の
利
用
促
進 

在
宅
介
護
家
族
へ
の
支
援 

答 問 

実
効
力
の
あ
る
雇
用
対
策 

問 答 問 答 

問 答 出
来
高
払
い
の
迅
速
な
執
行 

問 答 

第４回定例会では19人の議員が
個人質疑を行いました。 
その中から一部を紹介します。 
質疑者は次のとおりです。 

（日 本 共 産 党） 
（社 会 民 主 党） 
（自 民 み ら い） 
（民主市民クラブ） 
（自由民主党新政会） 
（自由民主党新政会） 
（日 本 共 産 党） 
（社 会 民 主 党） 
（公 明 党） 
（自 民 み ら い） 
（無 所 属） 
（日 本 共 産 党） 
（自 由 民 主 党） 
（公 明 党） 
（民主市民クラブ） 
（自 民 み ら い） 
（無 所 属） 
（自 民 み ら い） 
（無 所 属） 

議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 
議員 

山 下 ひ とみ  
秋 広 正 健  
田 中 良 一  
三 反 園 輝 男  
柿 元 一 雄  
長 田 徳 太 郎  
大 園 た つ や  
大 森 　 忍  
上田ゆういち 
井 上 　 剛  
大 園 盛 仁  
平 山 た か し  
堀 　 純 則  
松 尾 ま こ と  
伊 地 知 紘 徳  
う え だ 勇 作  
小 川 み さ 子  
竹之下たかはる 
のぐち英一郎 

個人  
　質疑  
から 



（3）平成21年（2009年）2月1日 市　　議　　会　　だ　　よ　　り 

　第４回定例会では２件の意見書を原案どおり可決しました。
要旨は次のとおりです。 

●教育予算の拡充を 
　義務制第 8次・高校第 7次教職員定数改善計画を策定し
実施するなど、教育予算の拡充を早急に実現されるよう強
く要請するため「教育予算の拡充を求める意見書」を提出
します。 
：提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、　　
　　　　　財務大臣、文部科学大臣、総務大臣 

●郵政民営化法の見直しを 
　ゆうちょ銀行、かんぽ生命の金融 2社についても、将来
的に郵便局において確実にサービスを受けられ、国民の利
便性に支障が生じないよう、ユニバーサルサービスを義務
付けるなどの法的見直しを行い、郵政三事業が一体のサー
ビスとして運営されるよう強く要望するため「郵政民営化
法の見直しに関する意見書」を提出します。 
：提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、　　
　　　　　総務大臣 

可決された意見書の要旨 

パース通り歩道舗装イメージ 

 
　
　
　
国
の
緊
急
保
証
制
度
の
概
要

と
本
市
の
緊
急
特
別
対
策
の
内
容
は
。 

 

　
　
　
国
の
同
制
度
は
原
油
・
原
材

料
価
格
高
騰
の
影
響
を
強
く
受
け
て

い
る
六
百
九
十
八
業
種
の
中
小
企
業

者
の
資
金
繰
り
支
援
の
た
め
、
市
町

村
で
認
定
を
受
け
た
者
を
対
象
に
金

融
機
関
か
ら
の
融
資
時
に
信
用
保
証

協
会
が
保
証
限
度
額
を
別
枠
で
百
㌫

債
務
の
保
証
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

　
ま
た
本
市
の
緊
急
特
別
対
策
は
市

経
営
安
定
化
資
金
の
中
に
同
対
策
に

係
る
資
金
を
平
成
二
十
年
十
一
月
か

ら
創
設
し
、
国
の
対
象
業
種
の
う
ち

特
定
中
小
企
業
者
と
し
て
認
定
を
受

け
た
者
を
融
資
対
象
者
と
し
て
、
信

用
保
証
料
率
を
○
・
八
七
㌫
か
ら
○
・

八
㌫
に
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
さ

ら
に
市
が
○
・
六
四
㌫
を
補
助
す
る

こ
と
で
本
人
負
担
を
○
・
一
六
㌫
に

下
げ
、
よ
り
利
用
し
や
す
く
し
た
も

の
で
あ
る
。 

    

　
　
　
今
回
の
民
間
バ
ス
新
規
路
線

参
入
に
対
す
る
見
解
は
。
ま
た
公
営

交
通
事
業
と
し
て
の
使
命
と
役
割
は
。 

 

　
　
　
市
内
の
バ
ス
路
線
は
各
事
業

者
で
す
み
分
け
が
な
さ
れ
、
過
当
競

争
に
な
る
の
を
避
け
て
き
た
が
、
今

回
の
参
入
で
こ
れ
ま
で
の
市
域
内
の

バ
ス
路
線
体
系
が
崩
れ
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
バ

ス
路
線
体
系
に
こ
だ
わ
ら
ず
公
営
交

通
の
果
た
す
べ
き
役
割
や
採
算
性
を

考
慮
し
バ
ス
路
線
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

　
本
市
の
交
通
事
業
は
、
市
民
に
最

も
身
近
な
、
そ
し
て
便
利
で
利
用
し

や
す
い
公
共
交
通
機
関
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。 

　
今
後
も
本
市
交
通
体
系
の
一
翼
を

担
う
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
や
福

祉
、
環
境
な
ど
市
の
施
策
と
密
接
に

か
か
わ
っ
て
い
く
事
業
を
運
営
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

    

　
　
　
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
あ

る
「
自
転
車
で
走
り
や
す
い
ま
ち
・

か
ご
し
ま
」
の
構
築
の
目
的
と
効
果

は
。
ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。 

 
　
　
　
「
自
転
車
で
走
り
や
す
い
ま

ち
・
か
ご
し
ま
」
を
構
築
す
る
こ
と

に
よ
り
、
自
動
車
か
ら
自
転
車
へ
の

転
換
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減
や
渋

滞
緩
和
へ
の
寄
与
、
事
故
防
止
な
ど

が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

　
現
在
、
自
転
車
で
走
り
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
パ
ー
ス

通
線
に
お
い
て
、
歩
行
者
と
自
転
車

を
分
離
す
る
整
備
を
行
っ
て
お
り
、

自
転
車
等
の
通
行
の
安
全
と
快
適
な

歩
行
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。 

　
　
　
交
通
局
の
経
営
再
建
へ
の
市

長
の
決
意
は
。 

 

　
　
　
現
在
、
交
通
局
で
は
、
平
成

十
八
年
三
月
に
見
直
し
た
「
新
・
経

営
改
善
計
画
」
に
基
づ
き
、
バ
ス
運

転
士
の
嘱
託
化
な
ど
事
業
管
理
者
を

中
心
に
局
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
経

営
改
善
に
向
け
、
最
大
限
の
努
力
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
設
置
者
で
あ
る
私
と
し
て
も
、
こ

れ
ら
の
経
営
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
状
況
を
見
守
り
な
が
ら
、
市
電
・

市
バ
ス
が
今
後
と
も
市
民
に
愛
さ
れ
、

親
し
ま
れ
、
そ
の
使
命
と
役
割
を
果

た
し
て
い
く
た
め
に
、
必
要
に
応
じ

適
宜
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。 

    

　
　
　
田
上
地
区
に
対
す
る
土
地
区

画
整
理
事
業
の
導
入
に
つ
い
て
の
市

長
の
考
え
は
。 

 

　
　
　
今
回
の
市
長
選
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
で
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
土

地
区
画
整
理
事
業
の
着
実
な
推
進
と

生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
必
要
が
あ

る
地
区
の
調
査
な
ら
び
に
整
備
手
法

の
検
討
を
掲
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
田
上
地
区
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

県
が
管
理
す
る
県
道
鹿
児
島
東
市
来

線
や
二
級
河
川
新
川
の
整
備
計
画
と

の
十
分
な
連
携
が
不
可
欠
と
考
え
て

い
る
が
、
そ
の
整
備
手
法
に
つ
い
て

は
、
市
街
地
整
備
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
に
お
い
て
全
市
的
な
視
点
で
検

討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
    

　
　
　
学
校
給
食
費
の
未
納
対
策
へ

の
取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
課
題
は
。

ま
た
払
え
る
の
に
払
わ
な
い
保
護
者

へ
の
法
的
措
置
に
つ
い
て
の
見
解
は
。 

 

　
　
　
教
育
委
員
会
で
は
校
納
金
未

納
対
策
委
員
会
を
、
学
校
で
は
未
納

対
策
委
員
会
等
を
設
置
し
、
未
納
対

策
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
ま
た

未
納
の
多
い
学
校
を
対
象
に
研
修
会

を
実
施
し
、
取
り
組
み
事
例
の
紹
介

や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
る
。 

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
未
納
の

保
護
者
に
給
食
の
目
的
や
未
納
が
給

食
運
営
に
及
ぼ
す
影
響
、
親
と
し
て

の
納
入
義
務
な
ど
を
理
解
さ
せ
る
方

法
を
工
夫
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。 

　
ま
た
法
的
措
置
に
つ
い
て
は
現
在
、

特
別
滞
納
整
理
課
と
協
議
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

    

　
　
　
ホ
ー
ム
レ
ス
人
権
教
育
の
意

義
は
何
か
。
ま
た
本
市
の
人
権
教
育

へ
の
取
り
組
み
の
今
後
の
方
針
は
。 

 

　
　
　
子
ど
も
た
ち
が
、
学
校
の
人

権
週
間
な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

に
あ
る
人
た
ち
の
人
権
問
題
を
学
習

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
そ
の
中
で
ホ
ー
ム
レ
ス
生

活
者
へ
の
嫌
が
ら
せ
や
集
団
暴
行
は

許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
差
別
や
偏

見
の
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。 

　
今
後
と
も
、
学
校
や
関
係
機
関
等

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、「
自
分
の

人
権
の
み
な
ら
ず
、
他
人
の
人
権
に

つ
い
て
も
正
し
く
理
解
し
、
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
あ
う
共
存
社
会
の

実
現
」
を
目
指
し
て
、
人
権
教
育
を

進
め
て
い
き
た
い
。 

    

　
　
　
未
成
年
の
飲
酒
・
喫
煙
や
大

麻
等
の
薬
物
乱
用
に
よ
る
健
康
へ
の

影
響
・
実
害
に
つ
い
て
の
指
導
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。 

 

　
　
　
未
成
年
者
の
飲
酒
・
喫
煙
や

薬
物
乱
用
は
、
心
身
に
依
存
性
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
、
健
康

を
損
な
う
原
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、

市
立
の
す
べ
て
の
中
学
校
、
高
等
学

校
に
お
い
て
、
保
健
の
授
業
や
特
別

活
動
の
時
間
に
そ
れ
ぞ
れ
の
実
害
等

に
つ
い
て
指
導
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
警
察
や
薬
剤
師
会
等
の
協

力
を
得
て
「
薬
物
乱
用
防
止
教
室
」

を
毎
年
開
催
し
、
薬
物
の
有
害
性
や

危
険
性
に
関
す
る
ビ
デ
オ
放
映
や
講

話
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。 

   問
　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業
務
等

を
平
成
二
十
年
度
か
ら
一
括
し
て
法

人
へ
委
託
す
る
た
め
、
十
九
年
度
に

選
定
業
者
と
委
託
契
約
を
結
ん
で
い

る
が
、
そ
の
理
由
お
よ
び
選
定
方
法

は
。 

答
　
法
人
へ
の
検
針
業
務
委
託
の
主

な
理
由
は
、
合
併
に
よ
る
検
針
区
域

の
拡
大
等
に
伴
う
検
針
員
の
人
材
確

保
難
や
検
針
員
の
高
齢
化
に
伴
う
職

員
応
援
検
針
の
増
加
等
の
問
題
が
生

じ
て
き
た
一
方
で
、
民
間
企
業
に
お

い
て
は
、
他
都
市
で
の
委
託
を
通
し

て
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

の
公
的
認
証
の
取
得
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
充
実
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
各
種
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
法
人
委
託
に
よ
り
、
本
市
の

抱
え
る
課
題
の
解
決
が
図
ら
れ
る
と

考
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
な
お
委
託
に
当
た
っ
て
は
、
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
効
率
よ

く
提
供
す
る
た
め
、
検
針
等
の
業
務

に
精
通
し
、
他
都
市
で
実
績
の
あ
る

法
人
を
対
象
と
し
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
事
業
者
を
選
定
し
た
。 

問
　
こ
れ
ま
で
検
針
業
務
を
受
託
し

て
い
た
個
人
全
員
が
選
定
業
者
に
再

雇
用
さ
れ
て
い
る
が
、
地
元
業
者
の

育
成
と
い
う
観
点
や
、
水
道
事
業
は

市
民
生
活
に
密
着
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
る
と
地
元
業
者
へ
委
託

す
る
考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。 

答
　
水
道
局
と
し
て
も
同
様
の
認
識

を
持
ち
、
検
討
委
員
会
で
他
都
市
に

お
け
る
管
工
事
組
合
方
式
等
の
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
研
究
す
る
な

ど
、
地
元
業
者
も
含
め
た
検
討
を
行

っ
た
経
過
が
あ
り
今
後
も
そ
の
よ
う

な
姿
勢
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
業
務

委
託
に
当
た
っ
て
は
コ
ス
ト
の
縮
減

が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
こ
と
が
基

本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
、
責
任
を
持
っ
て

業
務
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
他
都
市

で
実
績
の
あ
る
業
者
を
選
定
し
た
。 

問
　
指
定
管
理
者
を
改
め
て
指
定
す

る
に
当
た
り
、
現
在
に
お
け
る
問
題

点
を
精
査
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答
　
指
定
管
理
者
制
度
は
、
平
成
十

八
年
度
か
ら
ほ
ぼ
同
時
に
導
入
を
図

っ
た
が
、
非
常
に
大
き
な
制
度
変
更

の
た
め
、
準
備
が
伴
わ
な
か
っ
た
面

も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。 

　
今
回
提
案
し
て
い
る
施
設
は
、
二

十
年
度
末
で
現
在
の
指
定
期
間
が
終

了
し
、
新
た
な
指
定
管
理
が
ス
タ
ー

ト
す
る
の
で
、
こ
の
機
会
を
一
つ
の

節
目
と
し
て
、
一
定
の
考
え
方
や
整

理
検
証
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。 

　
継
続
的
な
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
を
受
け
る
側
か
ら
見
た

場
合
、
特
に
公
募
の
施
設
に
お
い
て
、

指
定
が
継
続
さ
れ
る
の
か
と
い
う
不

安
や
人
材
確
保
に
つ
い
て
の
懸
念
が

あ
る
。
本
市
の
場
合
、
三
年
か
ら
五

年
を
基
本
に
各
施
設
の
特
性
に
応
じ

て
決
定
し
て
い
る
が
、
よ
り
長
期
間

の
方
が
管
理
運
営
の
安
定
が
図
ら
れ
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
期
待
さ
れ

る
と
い
う
面
も
あ
る
。
一
方
、
合
理

的
な
理
由
も
な
く
長
期
間
の
指
定
を

行
う
こ
と
は
、
公
の
施
設
の
効
果
的

か
つ
効
率
的
な
管
理
の
観
点
か
ら
不

適
切
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。 

　
今
後
、
指
定
期
間
に
つ
い
て
は
持

続
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
観
点
か

ら
、
他
都
市
の
状
況
等
も
注
視
し
な

が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

　
ま
た
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
縮
減
を

図
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
、
管
理
運

営
の
実
績
な
ど
を
総
合
的
に
評
価
し

て
選
定
し
て
い
る
が
、
委
託
料
に
つ

い
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

い
う
観
点
か
ら
、
今
後
と
も
適
切
な

積
算
に
基
づ
き
対
応
し
て
い
き
た
い
。 

問
　
利
用
者
お
よ
び
市
民
か
ら
広
く

意
見
、
要
望
を
聴
く
た
め
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
に
つ
い
て
の
認
識
は
。 

答
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
今
後
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
図
る
上
で
重
要
と
考
え

て
お
り
、
今
後
、
指
定
管
理
者
に
実

施
さ
せ
る
方
法
の
ほ
か
本
市
が
実
施

す
る
方
法
、
第
三
者
に
依
頼
す
る
方

法
等
を
含
め
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

緊
急
保
証
制
度
等 

民
間
バ
ス
新
規
路
線
参
入 

問 答 問 答 

「
自
転
車
で
走
り
や
す
い
ま
ち
・ 

か
ご
し
ま
」
の
構
築 

問 交
通
局
の
経
営
再
建 

問 答 

土
地
区
画
整
理
事
業
の
導
入 

問 答 

人
権
学
習 

問 答 未
成
年
の
飲
酒
・
喫
煙
、 

薬
物
乱
用 

問 答 

学
校
給
食
費
の
未
納
対
策 

問 答 

答 
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針 

業
務
の
法
人
委
託 

指
定
管
理
者
制
度 

決
算
審
査
か
ら 

委
員
会
か
ら 
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▼平成19年度鹿児島市交通事業特別会計決算について議会の認定を求める件             
▼平成19年度鹿児島市水道事業特別会計決算について議会の認定を求める件             
▼平成19年度鹿児島市公共下水道事業特別会計決算について議会の認定を求める件             
▼平成19年度鹿児島市船舶事業特別会計決算について議会の認定を求める件             
▼平成19年度鹿児島市病院事業特別会計決算についての議会の認定及び平成19年度鹿児
　島市病院事業剰余金処分についての議会の議決を求める件             
▼平成19年度鹿児島市工業用水道事業特別会計決算についての議会の認定及び平成19年
　度鹿児島市工業用水道事業剰余金処分についての議会の議決を求める件             
▼公の施設の指定管理者の指定に関する件〔鴨池公園水泳プール〕             
▼公の施設の指定管理者の指定に関する件〔26件　スパランド裸・楽・良など71施設〕             
▼鹿児島市中央卸売市場業務条例一部改正の件             
▼工事請負契約締結の件 〔辻ケ丘住宅28号棟新築本体工事〕            
▼鹿児島市駐車場条例廃止の件             
▼住居表示の実施に伴う関係条例の整理に関する条例制定の件             
▼平成20年度鹿児島市一般会計補正予算（第 3号）             
▼平成20年度鹿児島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号）             
▼平成20年度鹿児島市病院事業特別会計補正予算（第 1号）             
▼平成20年度鹿児島市交通事業特別会計補正予算（第 1号）             
▼土地取得の件             
▼人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める件             
▼教育予算の拡充を求める意見書提出の件             
▼郵政民営化法の見直しに関する意見書提出の件             
▼教育予算の拡充について             
▼郵政民営化法の見直しについて             
▼過剰な農薬取締法により、植物からなる農業用有機資材を締め出す不法な行政指導の 
　改善を求める意見書提出について             
▼向陽小児童が全員同じ中学へ進学できることについて             
▼鹿児島市小野町に建設計画のある産業廃棄物処分場建設の賛成について             
▼鹿児島市小野町に計画されている民間産廃処分場の建設を求めることについて             
▼産業廃棄物処分場設置について             
▼鹿児島市小野町に計画されている民間産廃処分場の建設を求めることについて            

○賛成　×反対 議案等に対する各会派等の表決態度 

市議会からのお知らせ 

詳しいお問い合わせは、市議会事務局政務調査課まで 

　 099－216－1454（直通） 
詳しいお問い合わせは、市議会事務局政務調査課まで 

　 099－216－1454（直通） 

市議会ホームページのリニューアル 本会議の中継 

議員数 会派名等 所　属　議　員　名 議員数 所　属　議　員　名 会派名等 

自由民主党  
新 政 会  

民主市民クラブ 

わきた高徳 

山口たけし 

谷 川 修 一  

上 門 秀 彦  

杉 尾 巨 樹  

仮 屋 秀 一  

中 島 蔵 人  

平 山 　 哲  

奥山よしじろう

柿 元 一 雄  

小森こうぶん 

長田徳太郎 

川 越 桂 路  

志摩れい子 

鶴 薗 勝 利  

西川かずひろ 

大 森 　 忍  
森山きよみ 

ふじくぼ博文 
秋 広 正 健  

北森たかお ふくし山ノブスケ 

井 上 　 剛  
竹之下たかはる 

田 中 良 一  うえだ勇作 

堀 　 純 則  古 江 尚 子  入 船 攻 一  

大園たつや 山下ひとみ 平山たかし 
幾 村 清 徳  赤 崎 正 剛  
小川みさ子 
大 園 盛 仁  
のぐち英一郎 

政田けいじ 

松尾まこと 

崎元ひろのり 

上田ゆういち 

中尾まさ子 

長 浜 昌 三  小森のぶたか 

森 山 博 行  

泉 　 広 明  

伊地知紘徳 

片 平 孝 市  

三反園輝男 ふじた太一 

社会民主党  
 
自民みらい  

自由民主党  
日本共産党  
自民党第一  
無 所 属 A  
無 所 属 B  
無 所 属 C

6人 
 
5人 

3人 
3人 
2人 
1人 
1人 
1人 

16人 

6人 

公 明 党  6人 

 

1　本庁・各支所におけるモニター中継 
　本会議の模様や行政情報を、市政情報配信システムにより配信しています。 
　同システムで、本会議の開会時から閉会時までの様子が、本庁や各支所
のロビーなどでご覧いただけます。 
2　インターネットによる中継・録画放映 
　広く議会活動を周知し、議会に対する理解を深めていただくとともに、
議会情報の速報性を高めるため、インターネットによる本会議中継と録画
放映を実施しています。 
　本会議中継では開催中の本会議をリアル
タイムで、また録画放映では平成20年第2
回定例会以降の本会議の模様を好きな時間
にインターネットを通してご覧いただけます。 
＜アクセス方法＞ 

　鹿児島市議会ホームページ（http://www.city.kagoshima.lg.jp/gikai/index.html） 
　トップ画面→「インターネット議会中継・録画」 

　「より開かれた議会」、「より身近な議会」

の実現を目指し、市議会の情報をよりわかりや

すく提供するため、市議会ホームページのリニュー

アルを行いました。 

　これからもこのホームページを通じて、市議

会情報をより早くわかりやすくお伝えしていき

ますので、ぜひご覧ください。 

＜アクセス方法＞ 

　鹿児島市ホームページ 

　トップ画面→市議会 

＜新しい市議会ホームページアドレス＞ 

　http://www.city.kagoshima.lg.jp/gikai/index.html

099－216－1454（直通） 「市議会だより」に対するご意見・ご感想は　市議会事務局政務調査課まで 

認定 
及び 
可決 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 

認定 

可決 

同意 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× × × × × × × × × × ○ 

× × × × × × × × × × × 

× × × × × × × × ○ × ○ 

採択 

不採択 


